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その理由 

 

  

会 議 次 第      

 

１ 開 会 

２ 議 事 

(1) 市立川西病院事業経営改革プランの実行状況について 

(2) その他 

  

会 議 結 果      

 

委員による意見交換及び質疑応答の後、項目ごとの検討を実施。 

   

 



審 議 経 過            Ｎｏ．１ 

◆◆◆◆    主主主主なななな発言発言発言発言（（（（要旨要旨要旨要旨））））    

 

（神竹部会長からの評価部会報告及び経営効率化・再編ネットワーク・経営形態の見直し

に係る資料説明後の発言要旨） 

 

１１１１．．．．プランプランプランプランのののの達成達成達成達成についてについてについてについて    

【委員】 

・ 21 年４月から各施策がスタートしているが、22 年度末に目標の達成ができる可能性

はどの程度か。 

【事務局】 

・ 22 年４～６月は 21 年度の後半の動向が引き続いている。地域に対する信頼度を回復

する施策が十分理解、浸透されていない。市立病院のブランド化活動は重要なので、

地域医療機関の医師にはいいイメージを持ってもらうような活動を続けている。 

【会長】 

・ 具体的な活動は、例えばどこに何回訪問する等、どのような事を考えているか。  

【事務局】 

・ 新着任の医師には、着任１ヶ月間は地域医療機関へのあいさつ回りをお願いするなど

して信頼の回復に努めている。 

【委員】 

・ 施策について一層努力する等の言葉が多く、評価の中身が見えにくい、どうするかの 

具体策が見えない。 

・ もう１つは、民間と比べてだが、医師の同行訪問等の施策を実行した後は、待ちの姿 

勢が多い印象を受ける。どんどんアピールする攻めの具体策が必要ではないか。 

【事務局】 

・ 市場に対して打って出ないといけない。訪問や市民講座の開設のイベント等、積極的

にアピールし続けて行こうと考えている。評価が見えないという件については、病院

内には様々な指標があるが、結果を可視化できるポイントがどこかを探る必要もあ

る。 

 

２２２２．．．．消化器消化器消化器消化器センターセンターセンターセンター・・・・消化器系手術消化器系手術消化器系手術消化器系手術にににに係係係係るるるる患者患者患者患者についてについてについてについて    

【委員】 

・ 22 年度になって入院患者数は回復してきているのか。 

【事務局】 

・ 21 年度末が一番悪かったが、22 年４月～６月は目標に比べると低いが、少し持ち直

している。 

【委員】 

・ 入院患者が激減するというのは、何か原因があるのではないか。致命的なのは、一旦

入院を断るとなかなか入院患者数が回復しないことにある。 

・ 民間の病院では、入院調整で紹介患者を少し断っていたが、紹介を一回断ると別の紹

介ルートができるため、患者の流れがなかなか戻って来ない。絶対に断ってはいけな

い。 

・ 医師の給与にしても、収益が上がれば払うという方法にすべきではないか。市立病院

なので下げるのは難しいが、給与は実績や売上に連動した形を取らないと、人件費率

があまりに高い。人件費率は 50％台が一つのラインではないか。 

・ 消化器センターは他病院に比べて、何か機器的なものや他にない強みはないのか。 

【事務局】 

・ カメラのカプセル化等、手段（機器）は色々あると思うが検査の手段で特色ではな

い。 

・ 今度 ERCP（内視鏡逆行性胆管膵管造影）の検査を新たに導入する。その検査が今ま

で出来なかった訳ではないが、検査ができる医師が確保でき、現在その検査件数はこ

の３ヶ月で昨年１年間の実績に到達している。 
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【委員】 

・ 消化器の検査の中で、手術が必要な人が何人いて、そのうち何人の人が実際に川西

病院で手術をしているかが知りたい。 

・ 手術の数が入院患者数と大きく関連する。その件数が少なければ何故手術を受ける

件数が少ないのかの分析をしないといけない。 

【事務局】 

・ 検査後は、手術の必要があっても一旦診療所にお返しし、その後改めて手術の依頼

を受けるという流れがあり、手術をどこでするかは診療所に任せているため手術件

数が伸び悩んでいる原因の１つだと思われる。 

【委員】 

・ 患者数が減ったのは、ある医師が減ったからその患者が減ったのか、病院の信頼度

が下がったのか他に原因があるのかを分析しないといけない。 

【事務局】 

・ 内科の医師が減った際には、救急を一時的に止めた経緯があり、それが後々患者数

の減少のダメージが大きくなる原因となった。今は応援の医師がおり、何とかカバ

ーはできている。 

【委員】 

・ 消化器センターの強みは何か、アピールはどこまで浸透しているか。一般の方に今

までとは違う印象を与えないといけない。医師の普段の診察やその評判も重要だと

思う。地域へのアピール行動は、次の患者が増える要因に結びついているのか。 

【事務局】 

・ 消化器センターの機能を理解していただき、地域の医療機関からの評判を上げた

い。 

・ 診療科の枠を超えた内科と外科のチーム医療が強みになってくるような PR 活動を

近隣の医療機関にしていきたい。市民講座の中でチーム医療のアピールをしていき

たい。 

 

３３３３．．．．職員数職員数職員数職員数についてについてについてについて    

【委員】 

・ 患者数が減ると損が大きくなるが、患者が減りすぎている。DPC 導入による単価の 

増加で何とか持ち直しているが、看護師を含め、全体的に人員数に余剰が出ている

のではないか。患者数に見合った人員数にする検討が必要ではないか。 

【事務局】 

・ 認知症、高齢者が患者の中でも多いので、７：１基準を全ての病棟で適用するには

患者の層を見ると無理があると考えており、療養も踏まえて全ての病棟で同じ看護

基準でできないか県に照会しているところである。 

・ また人員の再編については、コメディカル部門は営業的な職務に移動してもらうこ

とも考えている。 

【委員】 

・ 療養については、今後は縮小・廃止方向で国が動いているので、逆行ではないか。 

【委員】 

・ 療養に関しては、社会的なニーズもあり必要とされているが、市立病院としての役

割では無いのではないか。 

・ 市立病院は急性期でないと、存在価値も無いのではないか。国の流れも療養は廃止

方向に向かっている。 

【会長】 

・ 民間が得意なものと、市立病院でないとできない役割があるので、その見極めが重

要だと思う。 
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４４４４．．．．再編再編再編再編ネットワークネットワークネットワークネットワーク・・・・経営形態経営形態経営形態経営形態のののの見直見直見直見直しについてしについてしについてしについて    

【会長】 

・ 経営形態の見直しについては、今すぐ何かするというわけではなく、事例研究を進

めていくという事でよいのではないか。 

・ 再編ネットワークについては、相手があっての事なので、他地域との検討や本来の

病院の有り方を踏まえていうことであると考える。 

 

５５５５．．．．プランプランプランプランのののの改定改定改定改定についてについてについてについて・・・・審議会審議会審議会審議会のののの論点論点論点論点まとめまとめまとめまとめ    

【会長】 

・ 現行の計画をもって目標に近い所に落ち着くのであれば改定の必要はないが、 

22 年度は前提条件も変わっているので見直しする必要が出てきている。 

【委員】 

・ 今年度の様子が分からないので、21 年度の段階のみで改定を決めるのはどうか。 

しかし、年間で億単位の金額が狂うとなるとプランの改定が必要だろう。 

【会長】 

・ プランの見直し素案には、今回の審議会の内容を反映させるという方向でよろしい 

でしょうか。今回の審議会の発言について、論点をまとめると次のとおり。 

■ 消化器センターについては、強みにしなければならない。新規投資をしていく事も

検討する、PR の不足、若しくは PR のやり方のさらなる工夫が必要である。 

■ 地域医療連携室については、十分なレベルに達していない。今後も強化していくべ

きである。 

■ 職員の意識向上については、TQM 活動や、経営情報の開示等も必要な事項ではある

が、実績と連動する給与体系が必要ではないか。独法化でなくても今の経営形態で

もできる事はあるのではないか、給与体系の検討を強く望む。 

■ 病棟の再編については、急性期でいくのか、介護の分野である療養まで入れるの

か、川西病院の役割をもう一度考え直してもらいたい。 

■ 経営形態については、実現可能な形態の研究を進めてもらいたい。 

【委員】 

・ 職員の意欲向上にかかることで、プランが病院の職員の皆さんが実感としてわかっ

ているか、現場の人間が分かっているかが分からない。小さな所から、実感がわく

ような仕組みを考えてほしい。 

【会長】 

・ 民間企業では業績が悪ければ、賞与が半分になるなど実感がわくものになってい

る。経営が悪いと単に口で言っても伝わりにくい。業績連動の報酬制度も１つの対

策になると考える。 

【事務局】 

・ 本日は様々な意見を頂いたので、これらを反映させたプランの改定を進めていく。 

 

以上 
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